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愚庵「巡礼日記」を歩く（その14）
ぐあん

那智山青岸渡寺に着く

　尾鷲林業とは、尾鷲市・紀北町にまたがる森林のうち、ヒノキ民有林を主体と
して古くより行われている林業です。現在では、日本三大人工美林の一つ「尾鷲
ヒノキ」として、その製品は熊野古道センターや宮ノ上小学校などに利用されて
いる「ヒノキの芯持ち柱角」に代表されます。
　尾鷲林業は、近世初期に天然林を利用した製炭などの採取的林業から始まりま
したが、村民に与えられた「植出し権」を契機に一転、人工林を扱う育生的林業
への道を辿りました。間断なく生み出された林産品の市場は、元禄景気に沸く江
戸・尾張などの大消費地へと繋げた尾鷲港を中心に展開され、土井本家を筆頭と
した大山林家や山方・浜方商人の経営活動、それに由来した資本を中核として、
尾鷲林業は発展を続けたのです。
　やがて、当地方独自に創作された「丸太木馬」をはじめ、「やえん」、「索道」、「軌
道」などの運材技術の発展とともに盛隆し、大正年間には、関東大震災後の復旧
を契機に、尾鷲ヒノキ材の強靭性の立証に繋げてその名声を定着させました。
　当展では、尾鷲林業400年の歴史に着目し、解説パネル及び古写真、遺構調査
報告、実物展示、映像などで広く紹介します。

2025
No.77　道草を食う子供たちにとって遊びの的になっ

たエノコログサ(Setaria viridis)。筆者も子供の頃、
ふさふさした穂の部分を手のひらで包むように
軽く握って、開いたり握ったりするとにょき
にょきと姿を現す「毛虫遊び」をしたものだ。
エノコログサは道端や空き地など日当たりの良
い場所に生育するイネ科エノコログサ属の一年
草で「狗尾草」と表記する。ふさふさした穂の
部分（花の集まり = 花穂）を犬の尻尾にみた
てたことが名前の由来で、英語では「フォック
ス・テイル（キツネのしっぽ）」と呼ばれている。

花穂をネコの前で振ると、ネコがじゃれつくこ
とから「ねこじゃらし」の俗称がある。むしろ
この名前が浸透しているのではないか。花こと
ばは「遊び」、言い得て妙である。
　さて、私たちが身近な所で何気なしに見てい
るエノコログサ、花穂の色や形状が違ういくつ
かの 種があるのをご存じだろうか。花穂が
真っすぐな「エノコログサ」、花穂が金色を帯
びた「キンエノコロ」、花穂が紫色を帯びた「ム
ラサキエノコロ」、花穂が曲がった「アキノエ
ノコログサ」など。

　作物を栽培している農家にとってはやっかい
な雑草として見られているエノコログサ、一
方、かつては飢饉の際、食用とされていた。そ
れもそのはず、アワ（粟）の原種で、種子を脱
穀して食されていたのだ。
　草刈機で一瞬のうちに刈り払われる数々の雑
草。その中にこのエノコログサも含まれる。し
かし、少しだけ見方を変えるだけで、この野草
の生きざまがまじまじと見えてくる。そんなこ
とを考えながらも、せっせと草刈りに勤しむ筆
者がいた。

‒ エノコログサ ‒
～もう刈らないで～
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みえ尾鷲海洋深層水
「夢古道の湯」
深海415メートルから取水された海洋深
層水のお風呂。ミネラル分が豊富で保温
性に優れているので、湯上り後もポカポ
カです。
営業時間：午前10時～午後9時30分 　
　　　　（入館受付：午後9時まで）

フードコート
「ＯＭＯＴＥＮＡＳＩ」
尾鷲湾を一望できる場所で、古道ラーメン、深
海から揚げ、おにぎり、デザートなどを取りそ
ろえています。土日祝のみ「ほんじつさかな」も
営業し、地元の美味しい魚を提供します。
営業時間：午前10時～午後3時（ラストオーダー午後2時45分）
　　　　  ※月曜日定休（祝日の場合は翌日）

　明治二十六年、秋九月廿日彼岸の日に京都を出発した四十歳の天田愚庵
は、十月の十八日に那智山青岸渡寺に着く。
　京都から伊勢を廻り、湯の峯温泉で数日休養したり、本宮・新宮を経て
那智山で熊野三山を参詣し、ようやく西国第一番札所までやって来た。こ
こがこの旅のスタートである。ここから「同行千五百五十人」と記した巡
礼着と共に観音霊場三十三ヵ寺を巡礼し、十二月二十一日に京都に帰るま
で歩きつづけることになる。幕末維新の戦等で活躍した吉田松陰や高杉晋
作等の家族から寄せられた願いは千五百人を超える。それらの願いを背
負っての巡礼なのだ。「幸にけふは十八日、観世音の縁日なり。形の如く
に札を打ち、納経して御社の千木の上に、夕日ほのめく頃、内陣に入りて

参籠する」
　明治二十六年、愚庵が訪れた頃
の青岸渡寺は、廃仏の動きから、
まだ荒れ果てていた。「今の堂は太閣秀吉公の建立なりとかや、此元は真
言宗なりしを、維新の際例の廃仏論のために、尊像(御本尊のこと)を麓な
る宝泉寺といふに下し奉りしかば、御山には参詣する者跡を絶ちぬ、され
ば山中の者共、その筋へ嘆き申、やうやう元の御堂に納め参らせしかど
も、数年の間、住持もなく、ただ村民にて護持せしを、後に天台の順孝法
師と言へるが住持して、今の姿に取り直し、遂に天台宗になしたりとな
ん」と愚庵は記す。那智山青岸渡寺の受難の時と言える。

青岸渡寺青岸渡寺

企画展 尾鷲林業400年の歩み

エノコログサの仲間エノコログサの仲間

木馬での木材搬出（大正～戦前昭和 ／尾鷲市立中央公民館郷土室蔵）木馬での木材搬出（大正～戦前昭和 ／尾鷲市立中央公民館郷土室蔵）

土井本家　国市木材工場　(年代不詳／尾鷲市立中央公民館郷土室蔵）土井本家　国市木材工場　(年代不詳／尾鷲市立中央公民館郷土室蔵）尾鷲港　足場丸太の移出(昭和初期～中期／尾鷲市立中央公民館郷土室蔵)

土井本家　盛宝丸１号（明治後期 ／尾鷲市立中央公民館郷土室蔵）

かすい

いそ

The Letter from Mie Prefectural Kumano Kodo Center からのてがみ

お車でお越しの方は…

電車でお越しの方は…

尾鷲北IC→坂場交差点を直進→「ホテルビオラ」が
ある交差点を右折→しばらく県道を海沿いに走り、
案内看板を右折して到着（尾鷲北ICから約10分）
※尾鷲南ICからは約8分

JR尾鷲駅下車→ふれあいバス「尾鷲駅」バス停
（徒歩1分）乗車→「熊野古道センター前」バス停
下車

お車でお越しの方は…

電車でお越しの方は…

『夢古道おわせ』に関するお問い合わせは

センター敷地内『夢古道おわせ』

公式X（旧Twitter）、インスタグラム
随時配信中！
企画展、イベント情報、センター周辺のちょっとした
話題など、随時更新しています。ぜひご覧ください。

三重県立熊野古道センター公式チャンネル
YouTube
動画
公開中！

講演会やイベントの動
画を

アップロードしていま
す。

ぜひチャンネル登録
お願いします。



紀伊尾鷲町 柳ノ谷架空索道遠景
 太田本店発行

/中瀬古友夫氏蔵

世界遺産センター

　師走を迎え何かと慌ただしい時期となりました。
　10月初旬には、世界遺産特別セミナーを開催し、センター顧問の辻林氏がこれからの保全・活用
について約150名の参加者の皆様に向けて講演しました。
　今秋は、参詣道の保全活動である道普請を企業、団体、学校合わせて20回実施することが出来
ました。かつらぎ町八町坂でも初めて道普請を実施しました。新たにオープンしたかつらぎ町歴史民
俗資料館と一緒に高野七口も歩いていただければ幸いです。
　県内の学校を対象に世界遺産の魅力や価値などに触れていただく次世代育成事業では、事前に学校に足を運ばせていた
だき出前授業を行い、現地学習当日には道普請活動、世界遺産マスターによる現地案内等に集中することで、学びを深めて
いただきました。こちらも大辺路の串本エリアを新たに追加し、県内の世界遺産を学ぶエリアを拡大しています。年明けに、昨
年から実施している参加校による学習内容の発表展示会も開催予定なので是非センターにお越しいただければと思います。

新明和工業、和歌山県立海南高等学校大成校舎、甲南女子中学校、関西東急会、熊野古道を歩く道普請の仲間たち、和歌山県職員労働組合、滝川高等学
校、さわかみ財団、関西電力、環境保全トレッキング、北海道シュタイナー学園いずみの学校、NTT西日本和歌山支店、和歌山県立向陽高等学校、近畿大学
附属和歌山高等学校中学校、JR西日本和歌山支店、49-3即応予備自衛官有志、リョーサン菱洋ホールディングス、日本道路株式会社、和歌山市立和歌山
東中学校、ENEOS株式会社和歌山製油所

令和7年9月~12月上旬の道普請参加団体（敬称略）

和歌山県世界遺産センターHP https://www.sekaiisan-wakayama.jp/ をご覧ください。詳細につきましては

和歌山県田辺市本宮町本宮100-1
0735-42-1044
0735-42-1560
e1004011@pref.wakayama.lg.jp

住　所
ＴＥＬ
ＦＡＸ
E-mail

お問合せ先 和歌山県世界遺産センター

料理教室 地魚をさばく ~第1回 食べる水族館~
京フィル・はじめての
クラシックコンサート

　本年度から始まった新たな料理教室は「魚をさばく」ことがテーマとなります。第1回目
は、「食べる水族館」と題して、九鬼町で「けいこの小さな山の家」を運営する可知景子氏
を迎え、当日に九鬼港で水揚げされた地魚を使った料理教室を開催しました。
　近年、食卓からの魚離れが進む中、魚の捌き方や簡単なレシピを学び、味わっていただ
くことで、日本古来の魚食文化の良さを再確認して頂く機会になればと思います。

　11月9日(日)に開催しました「はじ
めてのクラシックコンサート」の様子を
お届けします。小さなお子様から大人
の方まで、演奏に合わせて歌ったり、
手拍子したり...思い思いのスタイルで
プロの演奏を楽しんでいただきました
♪最後にはなんと、本物のヴァイオリ
ンを使った演奏体験もあり、たくさん
の子ども達に参加いただきました。
　ご参加いただいた皆様、そして素晴
らしい演奏を披露いただきました京都
フィルハーモニー室内合奏団の皆様、
本当にありがとうございました!

　英語ガイドの案内で、熊野古道伊勢路「馬越峠道」を歩きま
す。途中、天狗倉山山頂や石仏が並ぶ大岩にも立ち寄ります。

●荒天の場合は中止●荒天の場合は中止

午前8時~午後3時30分
1,000円(保険料、弁当代を含む)
※別途バス代(380円)が必要

15名(要申込・先着順)
英語での案内が理解できる訪日外国人
（歩行距離約11㎞・獲得標高±約600m）

2026 1／17●土
時　間
参加料

定　員
対　象

天狗倉山(集合・解散:三重県尾鷲庁舎駐車場)
山脇弘二氏
（三重県観光ガイド養成プログラム講師）

1月3日(土)午後5時まで

場　所
案内人

受　付

引本公園からの眺望

　　　　　　吉野町講演会
禍福は組み合わさる木材のように
     -豊臣兄弟の頃の尾鷲・北山・熊野・吉野-

講座・講演

　2026年、NHK大河ドラマで『豊臣兄弟!』の放映がはじまります。
豊臣の時代、木材などによる豊臣家と尾鷲・北山・熊野・吉野地域
の繋がりについてお話します。

午後1時30分~3時
無料
80名(要申込・先着順)
一般

2026 3／14●土
時　間
参加料
定　員
対　象

映像ホール
中東洋行氏(吉野歴史民俗資料館 学芸職員)
三重県立熊野古道センター・
吉野歴史民俗資料館(奈良県吉野郡吉野町)
2月13日(金)~3月13日(金)午後5時まで

講　師
場　所

共　催

受　付

おわせヒノキの木工体験教室⑤
ブレッドケース

体験学習

午後1時~3時30分
500円+材料代6,500円
15名(要申込・応募多数の場合抽選)
小学生以上(小学3年生以下は保護者同伴)
体験学習室
竹内健悟氏(家具工房 kigumi)
12月28日(日)午後5時まで

2026 1／11●日
時　間
参加料
定　員
対　象
場　所
講　師
受　付

白石湖トレイル~絶景の山稜を歩く~
知られざる熊野探訪ツアー

　紀北町渡利の汽水湖「白石湖」の周りを囲む山
の尾根道を歩きます。熊野灘や大台ヶ原の山々、相
賀の町並み等、眺望を楽しめるコースです。

●雨天の場合は2月8日(日)●雨天の場合は2月8日(日)

午前9時~午後3時
700円(保険料・資料代)
15名(要申込・応募多数の場合抽選)
健脚者
(歩行距離約9km・獲得標高約±700m)

2026 2／7●土
時　間
参加料
定　員
対　象

紀北町白石湖周辺
野中太郎氏
(野中林業代表・登山道整備グループNTRC 代表)

12月24日(水)~1月24日(土)午後5時まで

場　所
案内人

受　付

元盛松

　尾鷲市三木崎に点在する集落遺構と三木崎灯
台を訪ねるロングトレッキング。自然、文化、歴史
について体感するとっておきの感動ツアー。

●雨天の場合は中止●雨天の場合は中止

午前8時30分~午後3時30分
700円(保険料・資料代)
15名(要申込・応募多数の場合抽選)
未整備の道および
コースタイムより速く歩ける方
（歩行距離約11km・獲得標高約±820m）

2026 3／22●日
時　間
参加料
定　員
対　象

尾鷲市三木崎
熊野古道センター職員
1月28日(水)~2月27日(金)
午後5時まで

場　所
案内人
受　付

次世代育成事業

道普請世界遺産特別セミナー

　熊野古道語り部友の会のガイドで、賀田湾を望む絶景や、
猪垣・石垣を見ながら峠を歩くツアーを 開催します。

●雨天の場合は1月25日(日)●雨天の場合は1月25日(日)

午前8時30分~午後2時
700円(保険料・資料代)※別途交通費190円が必要
15名(要申込・応募多数の場合抽選)
一般(歩行距離約6km・獲得標高約±260m)
三木峠道・羽後峠道
(尾鷲市三木里町~賀田町)
※集合:賀田駅下公衆トイレ駐車場

2026 1／24●土
時　間
参加料
定　員
対　象
場　所

熊野古道語り部友の会会員
12月10日(水)~1月10日(土)
午後5時まで

案内人
受　付

午前10時~正午
500円

2026 1／2●金
時　間
参加料

10名(要申込・先着順)
小学生以上※小学生は保護者同伴
交流棟 体験学習室
12月26日(金)午後5時まで

定　員
対　象
場　所
受　付

連凧作り体験連凧作り体験
午後1時30分~3時30分
500円
30名(当日受付・先着順)
交流棟 大ホール

2026 1／2●金
時　間
参加料
定　員
場　所

絵馬作り体験絵馬作り体験

午前10時~正午
500円
20名(当日受付・先着順)
交流棟 大ホール

2026 1／3●土
時　間
参加料
定　員
場　所

よく飛ぶ
紙飛行機作り体験

午後1時~2時頃
無料
なくなり次第終了
交流棟 小ホール
芳向会

2026 1／3●土
時　間
参加料
定　員
場　所
協　力

餅つき大会

尾鷲林業が
歩んだ400年
尾鷲林業が
歩んだ400年

企画展

●休館日12月31日、1月1日●休館日12月31日、1月1日
12 ／13●土

2025

2026▶ 3／29●日
午前9時～午後5時
無料
企画展示室

時　間
入場料
場　所

濵中良平氏
(濵中林業代表・(財)尾鷲みどりの協会 業務執行理事)

12月21日(日)~2月13日(金)午後5時まで

講　師

受　付

午後1時30分~3時
無料
80名(要申込・先着順)
どなたでも
映像ホール

時　間
参加料
定　員
対　象
場　所

講演会 尾鷲林業の歴史~江戸時代 木と米と税金~
企画展付属事業

　元禄13年創業の濵中林業(尾鷲市賀田町)代表濵中良平氏
による江戸時代の林業にまつわる講話です。

2026 2 ／14●土

午後1時30分~3時
無料
80名(要申込・先着順)
どなたでも

時　間
参加料
定　員
対　象

映像ホール
橋本博(熊野古道センター副センター長)
1月18日(日)~3月7日(土)午後5時まで

講　師
場　所

受　付

新熊野学講座 尾鷲林業盛栄の遺構~又口川に刻まれた夢の跡~
企画展付属事業

　明治以降、林道の開削と最新運材技術の導入により奥山か
らの木材搬出が飛躍的に伸び、尾鷲林業発展の一端を担った。
奈良県上北山村又口から尾鷲市何枚田までに刻まれた数々の
遺構を紹介しながら尾鷲林業全盛時の夢の跡に迫ります。

2026 3 ／8●日

　尾鷲林業400年の歴史について、解
説パネル及び古写真、遺構調査報告、
実物展示、映像などで広く紹介します。

旧坂下隧道

濵中良平氏

ふるさとの詩が聞こえる詩画展ロビー展

　各種体験の他、ぬり絵、コマ、羽根つき、カルタなどお正月ならではの遊び道具も用意しています。
　ご家族そろって熊野古道センターへお越しください!

ヒノキやサクラ、ウォールナットと
いった自然素材の木に親しみなが
ら、木製クリスマスツリーづくりを
楽しみます。

午前10時～午後3時
1,500円
20名（当日受付・先着順）

2025 12／20●土
時　間
参加料
定　員

3種類の木で作る
クリスマスツリー

体験学習

尾鷲ヒノキをノコギリで輪切りに
してコースターを作ります。さらに、
焼き入れで、オリジナル作品に仕
上げます。

午前10時～午後3時
100円
各20名
（当日受付・先着順）

2026 1／18●日 ・2／15●日
時　間
参加料
定　員

小学生以上
交流棟南犬走、
体験学習室
熊野古道センター職員

対　象
場　所

講　師

ヒノキの
コースター作り体験

体験学習

Iseji Hiking Tour
交流イベント

三木崎めぐり~照葉樹の森を訪ねて~
知られざる熊野探訪ツアー

三木峠道・羽後峠道を行く語り部と歩く熊野古道伊勢路

お正月体験教室

ヒノキで
「ブレッドケース」を

　　　作ります。

初めての

ヴァイオリン体験!

　明治35年創業の老舗海産物店主より、カツオの捌き方を学びます。
たたきや塩焼きなど、初めてでもできる簡単なレシピも学びます。

午後1時~3時30分
2,500 円(材料代)
※多少変動する場合があります。

20名(要申込・応募多数の場合抽選)

時　間
参加料

定　員

一般
体験学習室
大瀬勇人氏(大瀬勇商店四代目店主)
1月8日(木)~2月8日(日) 
午後5時まで

対　象
場　所
講　師
受　付

2026 2／22●日

体験学習

料理教室料理教室 魚をさばく
~カツオ編~

　昭和20～30年代の
奥熊野の風習や人々
の暮らしを描いた詩画
作品約60点を展示し
ます。

●休館日12月31日、1月1日休館日12月31日、1月1日
午前9時～午後5時
無料

2025

202612／6●土 ▶ 1／18●日
時　間
入場料

展示棟ロビー
熊野市歴史民俗資料館

場　所
後　援

偉人伝説
~古畑種基 
   法医学の夜明け~

特別展示室企画展

　日本の法医学の草分けといわ
れる、紀宝町平尾井出身の法医
学者・古畑種基を紹介します。

●会期中無休●会期中無休
午前10時～午後5時
無料

2026 1／24●土 ▶4／12●日
時　間
入場料 特別展示室場　所

どなたでも
体験学習室
熊野古道センター職員

対　象
場　所
講　師

道普請には資材費が別途必要　※また諸般の事情により、延期または中止、日程及び内容を変更する場合があります。

  お申込み・お問い合わせは、
お電話か直接 熊野古道センターへどうぞ！ TEL.0597-25-2666内容は変更になる場合がございます。

●詳細はホームページでお知らせします。



阪本地区の庚申

神木流紋岩の石畳道

石燈籠と水壺地蔵を祀る石室さかもと

みずつぼ

せいりゅうそう

おりやま

　2011 年 9月、台風 12号襲来による豪雨の影響で、三重県南部から
和歌山県南部にかけて土石流や深層崩壊などの土砂災害が発生し、熊
野古道もあちらこちらでダメージを受けた。今回紹介する御浜町内を通る
横垣峠道もそのひとつだ。現在は、復興工事がほぼ完了し、安心・安全
に通れるようになった。
　横垣峠道は熊野市有馬町の追分から内陸に向かう熊野古道本宮道とい
われる熊野本宮大社へ続く道中にある峠道で、地域住民が開削した生活
道である。神木地区と阪本地区を結ぶ約 5㎞の横垣峠道の約 7割が舗
装路で残りは山岳路である。国道 311 号線神木地区の登り口からはみか
ん畑の中を道が貫いている。世界遺産登録石標からは本格的な山道で、
山の中腹を縫うように「坂ノ峠」まで続いている。道中には石燈籠と石
室が建ち、石室には水壺地蔵と呼ばれる新旧 2体の地蔵尊が祀られてい
る。嘉永 3(1850) 年、大坂の佐藤屋宗七が献納したと伝わる。石室の手
前には大きな水路（洗い越し）が築かれ、湧水が流れている。一説によ
ると、弘法大師がここを通過した際、喉が乾いたので杖をつついたら水
が湧きだしたと伝わる。
　横垣峠と刻まれた大きな石碑が建つ坂ノ峠を過ぎると道は阪本地区ま
で下り基調で、この峠道のハイライトでもある。地域特有の神木流紋岩
の石を敷き詰めた見事な石畳道が続く。残念ながら2011 年の大水害で
一部の石畳が崩壊したが、その美しさは本宮道随一である。
　早春にはコセリバオウレン、春にはハナミョウガ、秋にはヤマジノホト
トギス、アサマリンドウといった野草が道中を彩る。阪本地区の折山神社
にはシャガが群生し、４月頃見頃をむかえる。
　熊野市と御浜町の自主運行バス「熊野古道瀞流荘線」を利用すれば、
一日行程で歩けるので、ぜひ歩いてみてはいかが！

本宮道 横垣峠道　――神木流紋岩の石畳道――
ほんぐうどう　　よこがきとうげみち こうのぎ




